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ソフトウェア開発管理を支援するために,開 発 工数と信頼 性 に関して数多 くの予測手法が提 案

されているにも関わらず,そ の多くは開発現場 で利 用されていない.本 論文では,予 測手法を利

用的側 面から評価 することで,そ の適 用の基準や 得 られる効果を明確 にし,開 発 現場での採 用

を促進することを目的としている.

まず,第2章,第3章 では,開 発工数の予測 において,予 測 に必要なデ ータセットに求められ

る基 準を明らか にするために,デ ータセットに含 まれる欠損 値,プ ロジェクトの件 数,メ トリクス数 に

ついて,類 似性 に基づく工数 予測手法とステップワイズ重 回帰分析 の2種 類の工数予測手法を

評価 している.欠 損値 につ いて,欠 損値 が生じる3つ のメカニズムを想 定し,そ れぞれについて

欠損率を変化 させたデ ータセットを多数作成 し,各 デ ータセットを用 いて工数 予測を行 うことで実

験的 に評価 している.評 価実験 の結果,類 似性 に基づく工数予測手法 が,ス テップワイズ重 回帰

分析 よりもロバスト性 が高い,す なわち,欠 損 のメカニズムに関わらず,欠 損 率が増大しても予測

精 度が大きく低下 しないことを示 している.ま た,プ ロジェクト件数 とメトリクス数 につ いて,そ れぞ

れ を変化させ たデータセットを作成 し,各 データセットを用いて工数予測 を行うことで実験 的に評

価 している.評 価実験 の結果,プ ロジェクト件数 が50件 以 上の場合,類 似 性 に基づく工数 予測

手法がステップワイズ重 回帰分析よりも高い精度 で予測 でき,メトリクス数 の増加 に伴って予測精

度 が向上することを示している.

次に,第4章 では,信 頼性 予測の一手法であるfault-proneモ ジュール判別 において,予 測 に

より得られる効果 を明らか にするために,各 モジュールのfaultの 有無,割 り当てられるテスト工

数,お よびソフトウェアの信頼 性(fault発 見率)の 関係 をモデル化 している.費 や されたテスト工

数 に基づいてfault発 見率 を示すモデルを構築 している.構 築したfault発 見率モデルを用 い

て,評 価 指標 の1つ であるF1値,faultモ ジュール含 有率,fault-proneモ ジュール 率をパラ

メータとしてシミュレーションを行 っている.シ ミュレーションの結果,プ ロジェクト全体 の信 頼性

(fault発 見 率)は,F1値,faultモ ジュール含 有率,fault-proneと 判別されたモジュール の割合

によって決 定されることを示 している.



一
(論文審査結果の要 旨)

本 論文 では,ソ フトウェア開発 管理 にお ける予 測 手法の 開発 現場 での採 用を促 進することを目

的として,予 測手 法の利 用 的側 面からの評 価 によって,そ の適用 の基準や 得られ る効果 を明確 に

している.

まず,第2章,第3章 では,開 発工数の予測 において,予 測 に必要なデ ータセットに求められる

基準 を明らかにす るために,デ ータセットに含 まれる欠損値,プ ロジェクトの件数,メ トリクス数 につ

いて,類 似性 に基 づく工数予測 手法 とステップワイズ重回帰分析 の2種 類 の工数 予測手法 につ

いてコンテキストを明らか にするための評価 を行 っている.欠 損値 について,欠 損値 が生じる3つ

のメカニズムを想定 し,そ れぞれにつ いて欠損 率 を変化 させたデ ータセットを多数作成 し,各 デー

タセットを用いて工数 予測を行うことで実験 的に評価 している.評 価 実験 の結 果,類 似性 に基づく

工数予測 手法が,ス テップワイズ重 回帰分析 よりもロバスト性が高い,す なわち,欠 損 のメカニズム

に関わらず,欠 損 率が増 大しても予測 精度が大きく低 下しないことが示 されている.また,プ ロジェ

クト件数 とメトリクス数 について,そ れぞれ を変化 させ たデータセットを作成 し,各 データセットを用 い

て工数予測 を行うことで実 験的 に評価 している.評 価 実験 の結果,プ ロジェクト件数 が50件 以上

の場合,類 似性 に基づ く工数 予測 手法がステップワイズ重回帰分析 よりも高い精度 で予測でき,メ

トリクス数 の増加 に伴 って予測精度 が向上することが示 され ている.

次 に,第4章 で は,信 頼性 予測 の一手 法であるfault-proneモ ジュール 判別 において,各 モ

ジュールのfaultの 有 無 割り当てられるテストエ数,お よびソフトウェアの信頼1生(fault発 見率)の

関係 をモデル化 することで,予 測により得 られる効果を明らかにしている.構 築したfault発 見率モ

デル を用いて,評 価 指標の1つ であるF1値,faultモ ジュール含有 率,fault-proneモ ジュール 率

についてシミュレーションを行 っている.シ ミュレs-・一・Lションの結果,プ ロジェクト全 体の信頼性(fault

発 見率)は,F1値,faultモ ジュール含 有率,fault-proneモ ジュール 率 によって決 定されることが

示 されている.

以 上のように,本 論文 は,ソ フトウェア開発 管理 における予測 手法 の開発 現場での採 用を促進

す るための,予 測 手法 の利用 的側面か らの評 価 について,予 測 に必 要なデ ータセットに求 められ

る基 準,お よび,予 測 により得 られる効果 について述べ ている.ど ちらの方法も,研 究 の位 置づ け

が明確 にされた上で,全 体 にわたって十 分具体 的 に記 述されており,ケーススタディや 実験 により

定量的評価がなされており,信 頼性 が高い.こ れらの研 究成 果 は,ソ フトウェア開発管理 の分 野 に

大きく貢献するものであり,本論 文は博 士(工 学)論 文として価値 あるものと認 める.


